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職
員
募
集

　
令
和
３
年
４
月
採
用
の
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
職
種
・
採
用
予
定
人
数
／

①
一
般
事
務
職
・
若
干
名

②�

障
害
者
支
援
施
設
男
性
支
援

員
・
若
干
名

※�

②
の
勤
務
内
容
は
、
施
設
利
用

者
（
主
に
男
性
）
へ
の
生
活
、

作
業
等
の
支
援
お
よ
び
入
浴
、

排
泄
等
の
介
護
業
務

応
募
資
格
／

①�

上
級
…
平
成
４
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方

　

�

中
級
…
平
成
６
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方

　

�

初
級
…
平
成
８
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方

②�

上
級
…
昭
和
60
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方

　
�

中
級
…
昭
和
62
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方

　

�

初
級
…
平
成
元
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方

※�

上
級
は
、
大
学
を
卒
業
ま
た
は

卒
業
見
込
み
の
方

　

�

中
級
は
、
短
大
を
卒
業
ま
た
は

卒
業
見
込
み
の
方

　

�

初
級
は
、
高
校
を
卒
業
ま
た
は

卒
業
見
込
み
の
方

第�

１
次
試
験
日
／
令
和
３
年
１
月

９
日
㈯

受�

付
期
間
／
12
月
７
日
㈪
～
18
日

㈮　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

受�

験
案
内
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
朝

霞
地
区
一
部
事
務
組
合
（
総
務

課
、
障
害
者
支
援
施
設
す
わ
緑

風
園
、
朝
霞
・
志
木
・
和
光
・

新
座
の
各
消
防
署
）
で
配
付

申�
・
問　
／
①
総
務
課

　
☎
４
６
１

−

２
４
１
５

②
障
害
者
支
援
施
設
す
わ
緑
風
園

　
☎
４
６
１

−

３
０
２
８

し
尿
処
理
場
か
ら
の
お
願
い

　
近
年
、
し
尿
処
理
場
へ
搬
入
さ

れ
る
浄
化
槽
汚
泥
の
中
に
、
多
量

に
油
分
を
含
ん
だ
汚
泥
や
、
長
期

間
浄
化
槽
の
清
掃
を
実
施
し
な
か

っ
た
た
め
に
腐
敗
し
た
汚
泥
な
ど

が
搬
入
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
汚
泥
は
、
し
尿
処

理
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
の
で
、

次
の
こ
と
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◦�

合
併
浄
化
槽
を
利
用
さ
れ
て
い

る
方
は
、
廃
食
用
油
等
を
ご
家

庭
の
台
所
や
事
業
所
等
の
調
理

場
な
ど
の
排
水
口
か
ら
流
さ
ず
、

ゴ
ミ
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

浄
化
槽
管
理
者
は
、
毎
年
１
回

以
上
、
浄
化
槽
の
保
守
点
検
お

よ
び
浄
化
槽
の
清
掃
を
実
施
し

て
く
だ
さ
い
（
実
施
回
数
は
、

浄
化
槽
の
処
理
方
式
や
規
模
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）。

◦�

ト
イ
レ
の
中
に
は
、
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
も
の
を
入

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
（
紙
お
む

つ
、
下
着
、
ビ
ニ
ー
ル
、
た
ば

こ
の
吸
い
殻
な
ど
）。

問�
／
し
尿
処
理
場

　
☎
４
６
７

−

９
９
２
１

年
末
年
始
の
し
尿
収
集
日

　
ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
収�

集
最
終
日
】12
月
28
日
㈪

【
収�

集
開
始
日
】令
和
３
年
１
月
４

日
㈪

問�
／
し
尿
処
理
場

　
☎
４
６
７

−

９
９
２
１

令
和
３
・
４
年
度
入
札
参

加
資
格
審
査
受
付

　
朝
霞
地
区
一
部
事
務
組
合
が
発

注
す
る
事
業
の
入
札
に
参
加
す
る

た
め
の
資
格
審
査
の
受
け
付
け
を

行
い
ま
す
。

受�

付
期
間
／
令
和
３
年
２
月
１
日

㈪
～
15
日
㈪

受
付
方
法
／
郵
送

※
提
出
書
類
や
郵
送
先
な
ど
詳
細

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問�
／
総
務
課

　
☎
４
６
１

−

２
４
１
５

令
和
元
年
度
決
算
の
概
要

　
歳
入
決
算
額
は
、
予
算
現
額
51

億
８
０
９
７
万
２
０
０
０
円
に
対

し
、
収
入
済
額
52
億
２
０
０
万
４

７
７
８
円
で
100
・
４
％
の
収
入
率

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
決
算
額
は
、
予
算
現
額
51

億
８
０
９
７
万
２
０
０
０
円
に
対

し
、
支
出
済
額
49
億
１
７
２
７
万

８
４
７
７
円
で
94
・
９
％
の
執
行

率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
障
害
者
支
援
施
設
す
わ
緑
風
園

の
運
営
に
３
億
５
５
２
７
万
７
７

９
６
円
を
、
し
尿
処
理
場
の
運
営

に
１
億
３
１
４
８
万
２
１
７
７
円

を
支
出
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
埼
玉
県
南
西
部
消
防
本

部
の
業
務
運
営
や
施
設
設
備
の
整

備
に
42
億
１
０
４
８
万
６
５
２
５

円
を
支
出
し
ま
し
た
。

市
民
１
人
当
た
り
に

使
わ
れ
た
お
金

１
万
５
２
６
円

（
注
）
令
和
元
年
10
月
１
日
現
在
の

構
成
市
住
民
基
本
台
帳
人
口
46
万

７
１
８
８
人
で
算
出
し
て
い
ま
す
。

問
／
総
務
課

　
☎
４
６
１

−

２
４
１
５

消防費
（消防業務運営費）
42億1,048万6,525円

（85.6%）

公債費
（長期債元金および利子）

8,502万2,278円
（1.8%）
議会費

（議会運営費）
580万785円
（0.1%）

総務費
（事務局運営費）
1億2,920万8,916円

（2.6%）
民生費

（障害者支援施設運営費）
3億5,527万7,796円

（7.2%）

使用料および手数料
（障害者支援施設使用料など）

2億9,540万5,664円
（5.7%）

分担金および負担金
（構成市からの負担金）
45億9,002万2,000円

（88.2%）

繰越金
（前年度からの繰越金）
2億4,317万6,895円

（4.7%）

国庫支出金
（総務省、防衛省および環境省からの補助金）

5,996万9,000円
（1.2%）

財産収入
（土地貸付料）
111万7,522円
（0.0%）

諸収入
1,231万3,697円
（0.2%）衛生費

（し尿処理場運営費）
1億3,148万2,177円

（2.7%）

朝
霞
地
区
一
部
事
務
組
合
だ
よ
り

歳出 歳入
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
有
料
広
告
募
集

掲�

載
で
き
る
方
／
原
則
朝
霞
市
、

志
木
市
、
和
光
市
ま
た
は
新
座

市
内
に
事
業
所
等
を
有
す
る
方

申�

込
方
法
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
営
業
証
明
書
お
よ
び

広
告
の
版
下
原
稿
を
添
え
て
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

掲�

載
の
決
定
／
申
込
受
付
後
、
内

容
を
審
査
の
う
え
、
掲
載
の
可

否
を
決
定
し
、
通
知
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

申�
・
問　
／
総
務
課

　
☎
４
６
１

−

２
４
１
５

消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
容
器
に

適
正
表
示
を
お
願
い
し
ま
す

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
で
、
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
を

使
用
す
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
は
消
防
法

に
定
め
る
危
険
物
（
第
４
類
＝
引

火
性
液
体
）
で
す
。
飲
料
用
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
等
、
法
令
に
適
合
し
な

い
容
器
に
は
詰
め
替
え
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
を

製
造
、
販
売
す
る
際
は
、
容
器
の

外
部
に
「
危
険
物
の
品
名
」
な
ど
、

適
正
な
表
示
を
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�
／
消
防
本
部
予
防
課

　
☎
４
６
０

−

０
１
２
１

救
急
に
関
す
る
標
語
の
決
定

　
今
年
度
の
最
優
秀
作
品
と
し
て

新
座
市
在
住
の
山や

ま
川か

わ
有ゆ

う
子こ

さ
ん
の

作
品
「
救
急
車　
命
を
つ
な
ぐ　

適
正
利
用
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
標
語
は
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
等

に
印
字
さ
れ
、
救
急
講
習
や
催
物

等
で
配
布
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ

の
救
急
車
適
正
利
用
の
啓
発
に
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

問�
／
消
防
本
部
救
急
課

　
☎
４
６
０

−

０
１
２
４

　朝霞地区一部事務組合は、朝霞市・志木市・和光市
および新座市の４市で構成され、し尿処理場、障害者
支援施設すわ緑風園、埼玉県南西部消防本部の業務を
共同で行っています。
■朝霞地区一部事務組合　事務局
　朝霞市溝沼1-2-27　☎461-2415
　ホームページアドレス
　https://www.kennanseibu119.jp/

■埼玉県南西部消防本部
　朝霞市溝沼1-2-27　☎460-0119
　ホームページアドレス
　https://www.kennanseibu119.jp/firedepartment/

た
ば
こ
火
災
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
た
ば
こ
火
災
の
多
く
は
、
寝
た

ば
こ
や
ポ
イ
捨
て
な
ど
喫
煙
者
の

不
注
意
や
マ
ナ
ー
が
原
因
で
す
。

〈
た
ば
こ
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
〉

◆�

布
団
な
ど
の
上
で
、
寝
転
び
な

が
ら
の
喫
煙
は
し
な
い
。

◆�

喫
煙
す
る
際
は
、
水
を
張
っ
た

灰
皿
を
使
用
し
、
確
実
に
消
火

後
、
吸
殻
は
こ
ま
め
に
捨
て
る
。

◆�
屋
外
な
ど
風
通
し
の
よ
い
場
所

で
喫
煙
す
る
と
き
は
、
た
ば
こ

の
火
種
や
吸
殻
が
飛
ば
な
い
よ

う
に
す
る
。

　
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問�
／
消
防
本
部
予
防
課

　
☎
４
６
０

−
０
１
２
１

セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
の
給
油
中

は
静
電
気
対
策
を
し
ま
し
ょ
う

　
ガ
ソ
リ
ン
は
、
常
温
下
で
可
燃

性
蒸
気
が
発
生
す
る
た
め
、
小
さ

な
火
源
で
も
火
災
に
至
り
ま
す
。

　
特
に
乾
燥
し
た
季
節
は
、
身
体

に
帯
電
し
た
静
電
気
が
放
電
し
や

す
く
、
給
油
口
か
ら
発
生
す
る
可

燃
性
蒸
気
に
引
火
す
る
危
険
性
が

非
常
に
高
く
な
り
ま
す
。

　

給
油
口
を
開
け
る
前
に
必
ず
、

給
油
設
備
に
設
置
さ
れ
た
「
静
電

気
除
去
シ
ー
ト
」
に
触
れ
て
か
ら
、

給
油
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問�
／
消
防
本
部
予
防
課

　
☎
４
６
０

−

０
１
２
１

埼
玉
県
救
急
電
話
相
談
・

埼
玉
県
Ａ
Ｉ
救
急
相
談

　
埼
玉
県
で
は
、
急
な
病
気
や
け

が
の
際
に
、
家
庭
で
の
対
処
方
法

や
医
療
機
関
へ
の
受
診
の
必
要
性

に
つ
い
て
、
看
護
師
が
電
話
で
相

談
に
応
じ
る
埼
玉
県
救
急
電
話
相

談
（
＃
７
１
１
９
）
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
初
と
な
る

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
「
埼
玉
県
Ａ
Ｉ

救
急
相
談
」
も
、
判
断
に
迷
っ
た

と
き
な
ど
は
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
時
間
24
時
間
365
日

◆
救
急
電
話
相
談

　

＃
７
１
１
９
（
ダ
イ
ヤ
ル
回

線
・
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
を
ご
利

用
の
場
合
は
、
☎
８
２
４

−

４
１

９
９
）

◆
埼
玉
県
Ａ
Ｉ
救
急
相
談

　
こ
の
電
話
相
談
等
は
医
療
行
為

で
は
な
く
、
電
話
等
で

の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
り
、

相
談
者
の
判
断
の
参
考

と
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
理
解
の
う
え
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問�
／
埼
玉
県
保
健
医
療
部
医
療
整

備
課

　
☎
８
３
０

−

３
５
５
９

Ｎ
Ｅ
Ｔ
119
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

　
「
Ｎ
Ｅ
Ｔ
119
」
は
、
音
声
に
よ

る
119
番
通
報
が
困
難
な
方
を
対
象

と
し
た
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
で
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
画
面
操
作
だ

け
で
救
急
車
や
消
防
車
を
簡
単
に

呼
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
シ
ス
テ
ム
の
詳
し
い
内
容
お
よ

び
登
録
方
法
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対�

象
／
市
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た

は
在
学
の
方
で
、
音
声
に
よ
る

119
番
通
報
が
困
難
な
方

　
利
用
開
始
に
は
消
防
本
部
に
申

請
が
必
要
で
す
。

問�
／
消
防
本
部
指
令
統
括
課

　
☎
４
６
０

−

０
１
２
３

　

４
６
０

−

０
１
２
５

火
災
・
病
院
案
内

　
管
内
で
の
火
災
発
生
状
況
、
休

日
・
夜
間
な
ど
に
診
療
を
行
っ
て

い
る
医
療
機
関
（
管
内
・
近
隣
含

む
）
の
診
療
状
況
を
音
声
ガ
イ
ダ

ン
ス
に
よ
り
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
病
院
を
受
診
さ
れ
る
方
は
、
直

接
病
院
に
電
話
連
絡
の
う
え
、
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
案
内
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
４
６
１

−

８
１
８
１

問�
／
消
防
本
部
指
令
統
括
課

　
☎
４
６
０

−

０
１
２
３

申…申し込み　問…問い合わせ


